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「
遅
く
て
も
自
分
で
で
き
る
こ
と
が

大
切
」
と
、
リ
ハ
ビ
リ
の
概
念
を
変

え
、
画
期
的
な
方
法
で
本
人
の
で
き

る
能
力
の
回
復
を
促
す
「
夢
の
み
ず

う
み
村
」
の
取
り
組
み
を
紹
介
。

と　

き　

３
月　

日抄　
時
～　

時

２１

１４

１６

と
こ
ろ　

さ
く
ら
ぴ
あ
小
ホ
ー
ル　

講　

師　

夢
の
み
ず
う
み
村
代
表 

　
　
　
　
 
藤  
原  
茂 
さ
ん

ふ
じ 
わ
ら 
し
げ
る

入
場
料　

無
料

申
込
み　

不
要

　

住
吉
堤
防
敷
の
桜
並
木
に
、
今
年

も
ぼ
ん
ぼ
り
を
点
灯
し
ま
す
。

　

ご
み
は
各
自
で
持
ち
帰
る
な
ど
、

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
夜
桜
を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。

期　

間　
３
月　

日松
～
４
月
７
日捷
２９

　

４
月
１
日昇
か
ら
極
楽
寺
山
キ
ャ

ン
プ
場
の
施
設
が
利
用
で
き
ま
す
。

施
設
内
容　

５
人
用
常
設
テ
ン
ト　
４０

基
（
１
基
１
回
２
６
２
０
円
）、
炊

事
棟
、
水
洗
ト
イ
レ
、
シ
ャ
ワ
ー

室
な
ど

※
キ
ャ
ン
プ
場
用
品
な
ど
の
貸
し
出

し
も
あ
り
ま
す
。
テ
ン
ト
の
空
き

状
況
は
、
観
光
協
会
ま
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
仮
予
約
後
、

申
込
書
を
送
付
し
ま
す
。
申
込
書

は
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

　

草
木
や
昆
虫
た
ち
も
春
の
訪
れ
を

静
か
に
待
っ
て
い
ま
す
。
山
登
り
を

し
な
が
ら
、
春
の
息
吹
き
を
観
察
し
、

自
然
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

と　

き　

３
月　

日掌　
時
～　

時

２３

１０

１４

と
こ
ろ　

お
お
の
自
然
観
察
の
森

※
予
約
不
要

参
加
料　

無
料

講　

師　

山
の
会
み
ち
く
さ　
 
岡  
崎  

お
か 
ざ
き

 
光  
春 
さ
ん

み
つ 
は
る

募
集
地
区　

宮
島
町
多
々
良
潟
（　
５９

区
画
）

区
画
面
積　

一
区
画
約　逢１５入

園
期
間　

４
月
１
日昇
～
平
成　
２７

年
３
月　

日昇３１入
園
料
（
年
間
）　

１
区
画
５
５
０
０

円

対　

象　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

申
込
方
法　

印
鑑
と
入
園
料
を
持
っ

て
宮
島
支
所
環
境
産
業
グ
ル
ー
プ

（
桟
橋
２
階
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

申
込
締
切　

３
月　

日昭２０
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

募
集
地
区　

原
地
区
（
７
区
画
）、
上

平
良
地
区
（
３
区
画
）

※
詳
細
な
場
所
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
（
地
区
内
の
区
画
位
置
は

抽
選
に
よ
り
決
定
）

区
画
面
積　

各
地
区
１
区
画
約　

㎡
３０

入
園
期
間　

４
月
１
日昇
～
平
成　
２７

年
３
月　

日晶２０入
園
料
（
年
間
）
各
地
区
１
区
画
３

５
０
０
円

対　

象　

市
内
在
住
の
人

※
１
世
帯
当
た
り
１
区
画
に
限
る

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
①
住
所
、

②
氏
名
、
③
日
中
連
絡
が
と
れ
る

電
話
番
号
、
④
希
望
の
農
園
地
区

名
を
記
入
し
、
次
へ
郵
送
で
。

〒
７
３
８
―
８
５
０
１
（
住
所
不
要
）

廿
日
市
市
農
業
委
員
会
事
務
局

※
返
信
表
面
に
必
ず
郵
便
番
号
、
住

所
、
名
前
を
記
入
し
、
１
世
帯
に

つ
き
１
枚
の
は
が
き
で

申
込
締
切　

３
月　

日昇
（
当
日
消

１１

印
有
効
）

※
抽
選
結
果
は
、
３
月
中
に
通
知

業
務
内
容　

市
内
小
中
学
校
で
の
児

童
生
徒
へ
の
読
書
活
動
・
読
書
指

導
の
支
援

勤
務
時
間　

１
日
４
時
間
（
吉
和

小
・
中
学
校
、
宮
島
小
・
中
学
校

は
、
１
日
５
時
間
）
年
間
１
７
２

日
程
度

採
用
期
間　

４
月　

日捷
～
平
成　

１４

２７

年
３
月　

日昌２５※
原
則
と
し
て
、
土
・
日
曜
日
、
祝

日
、
学
校
の
夏
・
冬
休
み
期
間
中

の
勤
務
は
あ
り
ま
せ
ん

※
勤
務
日
・
勤
務
開
始
・
終
了
時
刻

は
、
学
校
ご
と
に
異
な
り
ま
す

採
用
人
数　
　

人
（
予
定
）

２７

応
募
資
格　

学
校
で
の
教
育
活
動
な

ど
を
支
援
・
補
助
す
る
意
欲
を
有

す
る
こ
と
。

応
募
方
法　

申
込
書
な
ど
の
必
要
書

類
を
教
育
指
導
課
へ
提
出
。
募
集

要
項
は
、
市
役
所
４
階
教
育
指
導

課
、
各
支
所
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
、

各
小
中
学
校
に
あ
り
ま
す
。

採
用
方
法　

作
文
お
よ
び
集
団
面
接

※
集
団
面
接
は
、
３
月　

日捷
（
面

１７

接
時
刻
は
、
後
日
連
絡
）

応
募
締
切　

３
月　

日捷
必
着

１０

※
そ
の
他
、
児
童
生
徒
の
教
育
活
動

を
支
援
す
る
人
を
若
干
名
募
集
し

て
い
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い

申
込
資
格　

保
護
者
ま
た
は
本
人
の

住
所
が
１
年
以
上
継
続
し
て
本
市

に
あ
り
、
高
等
学
校
ま
た
は
こ
れ

と
同
程
度
以
上
の
学
校
に
在
学
し
、

向
学
心
が
強
く
、
学
資
の
支
払
い

が
困
難
な
人

申
込
方
法　

市
役
所
４
階
教
育
総
務

課
に
あ
る
申
請
書
に
必
要
書
類
を

添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

３
月
３
日捷
～
３
月　
３１

日捷※
結
果
は
、
４
月
下
旬
に
別
途
通
知

し
ま
す

貸
付
金
額　

次
の
表
の
と
お
り
（
無

利
子
、
月
額
）

農業委員会事務局緯運９２１４ コミュニティ農園入園者募集

■

募集

私　立国公立区　分 ２０，０００円１０，０００円高等学校 ２０，０００円１０，０００円高等専門学校 ２０，０００円１０，０００円専修学校（高等課程） ３０，０００円２０，０００円専修学校（専門課程） ３０，０００円２０，０００円短期大学・大学

教育指導課緯運９２０７ 読書活動推進員募集

■

教育総務課緯運９２００ 廿日市市奨学生募集

■

施設内容　オートキャンプ場（テント約８０張設置可能）、炊事棟　　バーベキューコーナー、水洗トイレ、集会施設（休憩室・シャワー室）※テントなどの必要備品の貸し出しはありせんが、炭は販売。４月１日昇から岩倉ファームパークがオープンします。新たに芝生広場をバーベキューコーナーとして整備します。区画を設け、常設の炉を準備しています。気軽にデイキャンプをお楽しみください。岩倉ファームパークキャンプ場問　はつかいち観光協会緯雲５６５６ 地域包括支援センター緯運９１５８ 地域リハビリ市民公開講演

「バリアアリーで生活力回復！」

■

宮島コミュニティ農園

入園者募集
■宮島支所環境産業グループ

緯瑛２００３ はつかいち観光協会緯雲５６５６ 桜並木にぼんぼり点灯

■

水道局お客様センター緯荏２２８６問までです３月３１日捷納付書での支払いは、水道料金納期■

おおの自然観察の森緯駅３０００ 体力づくりと
春の息吹き観察会

■

はつかいち観光協会緯雲５６５６ 極楽寺山キャンプ場

■　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
場
合

に
は
、
次
の
も
の
が
必
要
で
す
。

　
※
本
人
以
外
が
届
け
出
る
場
合
は
、

委
任
状
お
よ
び
届
け
出
す
る
代
理

人
の
本
人
確
認
の
で
き
る
も
の

（
免
許
証
な
ど
）
が
必
要
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す

　

国
民
年
金
の
適
用
を
除
外
さ
れ
て

い
る
人
の
う
ち
、
次
に
該
当
す
る
人

は
、
本
人
の
希
望
に
よ
り
国
民
年
金

に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

任
意
加
入
を
希
望
す
る
人
は
、
口
座

振
替
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●　

歳
以
上　

歳
未
満
の
人

６０

６５

　
　

歳
に
な
る
ま
で
に
、
年
金
を
受

６０
給
す
る
た
め
に
必
要
な　

年
以
上
の

２５

資
格
期
間
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
人
は
、
任
意
加
入
を
し
て
不

足
期
間
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
資
格
期
間
を
満
た
し
て
は

い
る
が
年
金
額
が
満
額
で
な
い
人
は
、

任
意
加
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
年
金

額
を
満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●
海
外
に
居
住
し
て
い
る
人

　

海
外
に
住
ん
で
い
る
日
本
人
で
、

　

歳
以
上　

歳
未
満
の
人
は
、
任
意

２０

６５

加
入
で
き
ま
す
。

　

修
学
の
た
め
、
家
族
と
別
居
し
て

他
市
町
村
に
住
所
を
移
し
た
人
に
は
、

碓学 
保
険
証
を
発
行
し
ま
す
。
ま
た
、
卒

業
な
ど
に
よ
り
必
要
で
な
く
な
っ
た
人

も
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
加
入
者
が
学
生
で
あ
り
、

本
人
の
前
年
所
得
が
一
定
以
下
の
場

合
は
、
在
学
期
間
中
の
保
険
料
を
後

払
い
で
き
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
学
生
納
付
特
例
に
該
当
し

て
い
る
人
に
は
、
３
月
下
旬
に
日
本

年
金
機
構
か
ら
申
請
書
（
は
が
き
形

式
）
が
送
ら
れ
ま
す
。
翌
年
度
以
降

も
同
じ
学
校
に
在
学
し
、
学
生
納
付

特
例
を
希
望
す
る
場
合
は
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い
（
学
生
証
や
在
学
証
明

書
は
不
要
）。

　

は
が
き
が
届
か
な
い
場
合
や
、
新

た
に
申
請
を
す
る
人
は
、
学
生
証
や

在
学
証
明
書
（
本
人
以
外
の
人
が
手

続
き
を
す
る
場
合
は
印
鑑
も
必
要
）

を
持
っ
て
保
険
課
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

受
付
開
始
日　

４
月
１
日昇
～

※
住
民
票
が
廿
日
市
市
以
外
に
あ
る

人
は
、
住
民
票
の
あ
る
市
区
町
村

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

　

４
月
か
ら
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
や
人

工
関
節
な
ど
を
入
れ
た
人
に
対
す
る

身
体
障
害
者
手
帳
の
認
定
基
準
が
変

わ
り
ま
す
。

経
過
措
置

　

新
し
い
基
準
は
、
４
月
１
日昇
以

降
に
申
請
し
た
人
か
ら
適
用
し
ま
す
。

た
だ
し
、
３
月
末
ま
で
に
診
断
書
・

意
見
書
が
作
成
さ
れ
、
６
月
末
ま
で

に
申
請
を
し
た
場
合
は
、
従
来
の
基

準
で
認
定
し
ま
す
。

※
新
し
い
基
準
は
、
こ
れ
か
ら
認
定

を
受
け
る
人
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

す
で
に
認
定
さ
れ
て
い
る
人
は
、

今
回
の
届
け
出
は
不
要
で
す

見
直
し
の
概
要

　　

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
肢
体
不

自
由
の
人
の
補
装
具
の
相
談
（
判
定
）

会
を
行
い
ま
す
。（
要
予
約
）

と　

き　

５
月
８
日昭

受　

付　
　

時
～　

時

１３

１４

と
こ
ろ　

あ
い
プ
ラ
ザ

対
象
品
目　

車
椅
子
（
レ
デ
ィ
メ
イ

ド
な
ど
を
除
く
）、
電
動
車
椅
子
、

座
位
保
持
装
置
、
義
肢
、
装
具

申
込
方
法　

市
役
所
１
階
障
害
福
祉

課
ま
た
は
各
支
所
ま
で

申
込
締
切　

４
月　

日昭２４

福祉・健康
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保険課緯運９１５９ 国民年金の任意加入

■

障害福祉課緯運９１５２ 身体障害者手帳の
認定基準が変わります

■

保険課緯運９１５９ 国民健康保険加入に
必要なもの
■必要なものこんなとき ①前住所地の転出証明書、②印鑑（ゴム製不可）、③本人確認のできるもの（免許証など）本市に転入したとき（前住所地でも国保に加入していた場合） ①健康保険資格喪失証明書、②印鑑（ゴム製不可）、③本人確認できるもの（免許証など）、④年金証書（男性６１～６４歳、女性６０～６４歳で厚生年金・共済組合に２０年以上加入していたことがある人）職場の健康保険をやめたとき（扶養から外れた場合も含む） ①任意継続の健康保険証（有効期限または資格喪失日が表示されたもの※国保に加入する人全員分）または任意継続健康保険資格喪失証明書、②印鑑（ゴム製不可）、③本人確認のできるもの（免許証など）、④年金証書（男性６１～６４歳、女性６０～６４歳で厚生年金・共済組合に２０年以上加入していたことがある人）

社会保険の任意継続の有効期限が切れたとき（退職から２年経過したときなど）

必要なものこのようなときには手続きを 国民健康保険証、在学証明書（４月１日以降発行のもの）、印鑑（ゴム製不可）修学のため、本市から住民票が転出になる碓学 保険証が必要な場合 碓学 保険証、在学証明書（４月１日以降発行のもの）、印鑑（ゴム製不可）在学予定年限を過ぎた後も引続き修学する 碓学 保険証、印鑑（ゴム製不可）卒業後本市に転入し、そのまま国民健康保険に加入する碓学 保険証が必要でなくなった場合 碓学 保険証、勤務先などの健康保険証、印鑑（ゴム製不可）勤務先などの健康保険に加入する 碓学 保険証、印鑑（ゴム製不可）卒業後も本市以外に住民票をおくとき

保険課緯運９１５９ 国保証の修学者用手続き

■

障害福祉課緯運９１５２ 補装具相談（判定）会

■

保険課緯運９１５９ 国民年金学生納付特例制度

■

４月から３月まで
ペースメーカーなどへの依存度や日常生活活動の制限の程度に応じて、１級、３級、４級のいずれかに認定

一律１級に認定
４月から３月まで 術後の経過の安定した時点での関節可動域などに応じて【股関節・膝関節】４級、５級、７級、非該当のいずれかに認定【足関節】５級、６級、７級、非該当のいずれかに認定

【股関節・膝関節】一律４級に認定【足関節】一律５級に認定

○ペースメーカーなどを入　れた人（心臓機能障害） ○人工関節などを入れた人（肢体不自由）

■夜間納税窓口３月　日捷・　日昇２４２５　時　分～　時１７３０２０市役所１階税制収納課問税制収納課緯運９１１１
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